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特殊音節の読み書きに課題がある児童の指導・支援

児童の作文や生活日記を見たり，授業中の

音読を聞いていると，「きゃべつ」を「きやべ

つ」，「せっけん」を「せつけん」と読んだ

り，「はっぱ」を「はぱ」，「ぶどう」を

「ぶど」と書き間違えたりする児童がいる。

このような読み書きの誤りは，音韻認識の弱

さがその要因の一つと考えられ，児童が自分

で本を読もうとしたり，思いを文章に表そう

としたりする際などに，「読めない」，「書

けない」といった困難を引き起こし，その児

童の学習や情報獲得の機会を失うことにもつ

ながりかねない。

そこで本稿では，読み書きの中でも特に多

くの児童がつまずきやすい特殊音節に焦点を

当て，児童への音韻認識を踏まえた指導・支

援の在り方について具体的に述べる。

１ 読み書きのつまずき

(1) 音韻認識のつまずき

音韻認識とは，言葉がいくつの音のか

たまりに分かれるかを認識することであ

る。

ところで，人は，４，５歳ごろになる

と，話し言葉に音の単位があることに気

付き始める。そして，一連の音の連続で

あった話し言葉が，いくつの音でできて

いるのか，言葉の初めの音は何なのかな

ど 興 味 を も つ よ う に な る 。こ れ を

「音韻の気付き」といい，文字習得には，

重要なものである。

「音韻の気付き」を促す遊びや活動に

は，言葉を発しながら音の数だけ跳ぶ，

文字を逆から読む，しりとり遊びをする

などがある。このような言葉遊びを促

すことが，「音韻認識の発達」につな

がっていくと考えられる。すなわち，音

の単位と文字とを結び付けていく活動は，

平仮名が読めるようになる一つの過程で

ある。このことから，４，５歳レベルの

言語発達に達した幼児が，話し言葉には

問題がないのに，音韻への気付きがなく

文字に興味を示さない場合，読み書きの

つまずきにつながっていくと考えられる。

(2) 特殊音節のつまずき

日本語は，母音（あ・ａ），子音と母

音（か・ｋ＋ａ）で作られ，文字と音の

対応関係が一対一対応の原則のため分か

りやすい文字と言える。しかし，平仮名

の中には，これらとは異なる音声的な構

造を持つ特殊音節がある。特殊音節には，

拗音（きゃべつ），促音（はっぱ），長

音（おかあさん），撥音（りんご）の４
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種類とその組合せの拗促音，拗長音，拗

撥音がある。音韻認識の発達に遅れのあ

る児童の場合，このような，文字と音の

一対一対応から外れる特殊音節の習得に

おいてつまずきが現れる。

２ 特殊音節の読み書きの指導

特殊音節の読み書きのつまずきの例とし

て「きゅうり」が「きうい」，「こっく」

が「こく」，「ぶろっく」が「ぶろく」，

「ゆうだち」が「ゆだち」，「ぼうし」が

「ぼおし」，「きって」が「きて，きつ

て」などがある。このような，特殊音節の

つまずきによる読み書きを改善するために

は，特殊音節の音と文字の対応関係のきま

りを，視覚化や動作化を取り入れ，分かり

やすく示すことが必要となる。これらの具

体的な指導を次に紹介する。

(1) 視覚化による指導例

特殊音節の音と文字の対応関係のきま

りを児童に分かりやすくするためには，

音のイメージを，視覚的に，より簡略化

してとらえられるように，ドット（点，

●や●など）で表す。

具体的な指導の流れを促音の指導例で

説明する。

まず，児童に「ねこ」と「ねっこ」の絵

を提示し，音声で絵の名前を答えさせる。

次に，音に合わせて，ドットを置き，

音声と視覚的手掛かりを一致させる。こ

の際，始めは，意図的に，「ねっこ」に

対しても，大きいドットを二つ置き，

「ねこ」と同様にして提示をする。そ し

て，音声とドットとの違いに気付かせる。

その後，「ねっ

こ」の真ん中の

促音には，小さ

い ド ッ ト を お

き，児童に促音

を意識させ，視覚的に分かりやすく説明

をする（図１）。

また，拗音の指導においては，ＭＩＭ

拗音三角シート（図２）を使用する。こ

れは，二つの音がどのように混成して一

音になるのか，また，一音がどのように

分解されて二音になるのかを視覚的に理

解させることが目的である。

(2) 動作化による指導例

児童が特殊音節を理解し，身に付ける

ために，動作化も取り入れる。動作化す

ることにより，目に見えない音の特徴を

更に具体化することができる。また，動

作化によって，自分の体の動きを通して，

特殊音節のきまりを確認でき，時や場

所 を 選 ば ず ，迷ったときに児童自身が

振り返ることも意図している。

図２ ＭＩＭ拗音三角シート

出典１）：『通常の学級におけるつまずきのある子

どもへの多層指導モデル開発に関する研究』，

国立特別支援教育総合研究所，平成21年

（ＭＩＭ：Multilayer Instruction Model の略）

図１ ドットによる促音の視覚化
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具体的な指導の流れを促音の指導例で

示す。

まず，「まくら」と「まっくら」につ

いて，ドットを用いながら，音の特徴を

視覚化した後，清音，濁音，半濁音の一

文字の大きいドットについては手を１回

たたき，小さいドットは，両手をグーに

握り，音を出さないようにする。そして，

リズムに合わせて動作化できるようにし，

最終的には，動作と文字とを対応させる。

(1),(2)で示した視覚化と動作化の指導

方法を整理したものを表１に示す。

(3) 多様な感覚を活用した例

特殊音節の音と文字の対応のきまりの

学習においては，さらに，多様な感覚を

活用することが有効である。例えば，杉

本（2009）は，歌（図３）を活用した指

導を行っている。以下の歌は，「雪やこ

んこ」の替え歌で，児童は歌詞に合わせ

て楽しく体を動かしながら歌うことで，

短時間に歌詞を覚え，特殊音節のきまり

の確認方法を身に付けていくことができ

る。このように，児童が親しみやすい歌

を取り入れ，視覚や聴覚など多様な感覚

を活用し，動作化も組み合わせることで，

児童が効果的に学ぶことができる。

３ 実践例

平仮名の読み書きにつまずきのある児童

「
ち
ょ
っ
と
か
わ

っ
た
よ
み
か
た
の
う
た

」

①
ち
い
さ
い

「
っ

」
に
は

き
を
つ
け
ま
し
ょ
う

こ
え
に

だ
し
て

よ
み
ま
せ
ん

ぐ
う
と

ぱ
あ
の

ど
う
さ
で

わ
か
る

た
た
い
て

に
ぎ

っ
て

た
し
か
め
よ
う

②
の
～
び
る

お
と
は

チ

ョ
ッ
プ
で

わ
か
る

お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん

お
と
う
さ
ん

お
か
あ
さ
ん

ぜ
～
ん
ぶ

の
ば
す
よ

て
を

た
た
い
て

の
ば
す

お
お
か
み
バ
ー
ジ

ョ
ン
も

わ
す
れ
ず
に

③
ち

っ
ち

ゃ
い

「
ゃ

」
「
ゅ

」
「
ょ

」
は

い
た
ず
ら
ず
き
よ

い
ろ
ん
な
お
と
に

へ
ん
し
ん
す
る
よ

さ
ん
か
く
シ
ー
ト
を

お
も
い
だ
そ
う

ス
ピ
ー
ド

ア

ッ
プ
で

よ
め
ま
す
よ

図３「ちょっとかわったよみかたのうた」

表１ 特殊音節表記の指導例

促 音 長 音 拗 音 拗長音

視覚化
きって→●●● ぼうし→●－● きんぎょ→●●◎ ちきゅう→●◎－

がっこう→●●●● おかあさん→●●－●● じてんしゃ→●●●◎ しょうねん→◎－●●

清音，濁音などの一文字 清音，濁音などの一文字 清音，濁音などの一文字 清音，濁音などの一文字

については，手を１回たた については，手を１回たた については手を１回たた については，手を１回たた

き，促音は，両手をグーに き，長音は，合わせた手を き，拗音（例：きゃ）は， き，拗長音は，二つの手の

握る。 そのまま下に伸ばす。 二つの手のひらをねじって ひらをねじって１回たた

動作化 １回たたく。 き，合わせた手をそのまま

下に伸ばす。

例）「きって」： 例）「ぼうし」： 例）「きんぎょ」： 例）「ちきゅう」：

手をたたく→両手をグー 手をたたき，合わせた手 手をたたく→手をたたく 手をたたく→二つの手の

に握る→手をたたく をそのまま下に伸ばす→手 →二つの手のひらをねじっ ひらをねじってたたき，合

をたたく てたたく わせた手をそのまま下に伸

ばす

同様の文字を使うが促音 長音表記の原則（例： 「拗音三角シート」を 同様の文字を使うが，

の有無によって意味に違い 「ろうか」は伸ばした音が 使って，二つの文字を徐々 （拗）長音の有無によって

が生じる語を用い，説明す 「お」のように聞こえて に速く読むことで，二文字 意味に違いが生じる語を用

る。 も，書くときは「う」と書 が一音を構成していること い，説明する。

その他 （例：「ねこ」と「ねっ くといった原則）をまずは に気付かせる。逆に，拗音 （例：「にんぎょ」と「に

こ」，「まくら」と「まっ 明 確 に 伝 え ， そ れ 以 外 を徐々にゆっくりと読むこ んぎょう」）。

くら」） （例：こおり）は，例外と とで，一音が二文字で構成

して，基本原則が習得され されていることに気付かせ

た上で伝える。 る。

出典１）：『通常の学級におけるつまずきのある子どもへの多層指導モデル開発に関する研究』，

国立特別支援教育総合研究所，平成21年
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への特殊音節の指導例を次に示す。

(1) 実態

Ａ児は，小学３年生で通常の学級に在

籍している。言葉を聞き分ける音韻認識

につまずきがあり，平仮名の読み書きに

は時間がかかる。また，聞き慣れない言

葉の復唱は誤りが多い。さらに，環境

音（校内放送，騒音，歌）など周りの刺激

が気になり，学習に集中できないときが

ある。

特殊音節の読み書きについては，促音

や長音の表記は正確であるが，拗音と拗

長音は不確実である。一方，漢字に興味

を示し，書いたり，記憶したりすること

を好む。

小学１年生より週１回，通級指導教室

に通い，読み書きの学習を中心に行って

いる。

(2) 指導目標

平仮名の音韻の聞き取り，聞き分け，

表記などの課題に取り組み，音韻認識を

高める。

(3) 指導の実際（表２）

(4) 成果

１年間の学習の結果，音韻認識のつま

ずきが軽減されてきた。例えば，「おた

まじゃくし」の復唱をさせると「おじゃ

またくし」と答えていたが，ヒントとな

る「□□□○□□」と音を視覚化した

カードを見せと，「○ は『 じゃ』」と答

えられるようになった。また，平仮名の

読み書きのスピードも速くなっており，

音韻認識が育ってきていることが推察さ

れる。

特殊音節を，限られた時間で分かりやすく

児童に指導するためには，視覚化や動作化を

取り入れ，多様な感覚を活用しながら指導を

することが有効である。一人一人の児童の実

態に応じて，更に指導･支援の工夫を図りたい。

〔引用・参考文献〕

（特別支援教育研修課）

（Ｂ教諭の実践記録を基に整理）

活動内容 A 児の反応

１ あいさつをする。 ・ そわそわしている様子。

２ 身近な出来事につい ・ 恥ずかしそうに小さな声

て話し合う。 で教師の質問に答える。

３ 特殊音節について，

音と文字の対応を確認

する（視覚化）。 ・ 指で一つずつ押さえなが

ら音を確認する。

□･･清音，濁音

△･･促音 ・ 長音は間違えない。

○･･拗音

･･長音 ・ 平仮名を書くスピードが

･･拗長音 速くなる。

・ 平仮名と片仮名が入り交

じり混乱する。

４ マンガを読む。 ・ 絵だけを楽しむ。字を読

（人気キャラクター） むとぐったり疲れる。

５ 漢字を書く。 ・ 読む活動が少しでも続く

（小学 1 年の漢字） と疲れる。読むことに疲れ

ながらも最後まで取り組む。

６ 教科書を教師が読む ・ 新しい単元を読んで，見

のを聞く。 通しをもった様子である。

７ あいさつをする。

（例）
① おかあさん

② おたまじゃくし

③ きゅうきゅうしゃ

④ きゅうしょく
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表２ 一単位時間の学習過程例


